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彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
の
開
館
５
周
年
を

記
念
し
て
、「
ウ
ィ
ズ
」
の
登
録
団

体
が
主
体
と
な
っ
た
、
ウ
ィ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
男
女
共
同

参
画
を
広
く
推
進
す
る
登
録
団
体

が
、
日
ご
ろ
の
活
動
報
告
な
ど
を
行

い
、
参
加
者
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
が

輝
い
て
生
き
ら
れ
る

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て

開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
27
日
㈯　

  

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

９
月
28
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

場
所　

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

ハ
ピ
ネ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ウ
ィ
ズ
検
定

そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

　

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
室
内
遊

園
地
で
の
遊
び
や
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
な
ど
を
販
売
す
る
バ
ザ
ー
、
一

日
体
験
、
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー

▲昨年度のウィズフェスティバルでよし笛を演奏する団体

ケ
ッ
ト　

な
ど

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
模
擬
店
な

ど
一
部
実
費
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
24-

３

５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）、Ｅ
メ
ー

ル　

w
ith.hikone@

oboe.ocn.
ne.jp

へ

▲昨年度のウィズフェスティバルで行われた

フリーマーケット



国
際
交
流
演
奏
会

　

米
国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
ー
ア

ジ
ア
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン
ズ
」
に
よ
る
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
レ
ン
ズ
」

は
、
米
国
空
軍
所
属
の
プ
ロ
演
奏
家

と
し
て
、
西
太
平
洋
地
区
の
国
際
親

善
演
奏
や
軍
の
演
奏
任
務
を
遂
行

し
て
い
る
バ
ン
ド
で
す
。
演
奏
内
容

は
、
50
年
代
か
ら
最
新
の
音
楽
ま
で
、

幅
広
い
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
１
回

日
時　

10
月
16
日
㈭　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分

場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

４
０
０
人

第
２
回

日
時　

10
月
18
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す

定
員　

５
０
０
人

入
場
料　

両
日
と
も
に
無
料

募
集
期
間　

９
月
16
日
㈫
〜
10
月

３
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

は
が
き
、

「
大
名
茶
会
と
花
展
」

〜
井
伊
直
弼
公
が
愛め

で
た　

　

茶
・
花
の
世
界
〜

　

井
伊
直
弼
の
愛
し
た
茶
道
・
花
道

を
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、
体
験
し
、

彦
根
の
文
化
や
伝
統
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
茶
会
と
花
展
を
行

い
ま
す
。

茶　

会　

日
時　

10
月
12
日
㈰
、
同
13
日

（月・祝）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

彦
根
城
博
物
館

費
用　

２
、５
０
０
円
（
９
月
15
日

（月・祝）

か
ら
発
売
開
始
予
定
）

花　

展

日
時　

10
月
12
日
㈰
、
同
13
日

（月・祝）

場
所　

彦
根
城
博
物
館
・
彦
根
城
周

辺　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観

光
協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番

音
楽
絵
巻　

決
断
、
そ
し
て
夢
と
理
想
・・・

開
国
物
語
・
井
伊
直
弼
外
伝

〜
ひ
こ
に
ゃ
ん
と
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

で
め
ぐ
る
彦
根
歴
史
絵
巻
〜

　

講
談
師
の
旭

き
ょ
く

堂ど
う

南な
ん

左ざ

衛え

門も
ん

さ
ん

を
迎
え
、
彦
根
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

歴
史
ロ
マ
ン
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、話
に
あ
わ
せ
て
、チ
ェ

ン
バ
ロ
や
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
、
フ

ル
ー
ト
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
ひ
こ

に
ゃ
ん
も
曲
中
に
登
場
し
ま
す
。

日
時　

10
月
1 1
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分
（
開
場　

午
後

５
時
30
分
）

場
所　

彦
根
城
博
物
館　

能
舞
台

前
売
り
券　

Ａ
席
２
、
０
０
０
円
、

Ｂ
席
１
、
０
０
０
円

※
当
日
券
は
、
各
５
０
０
円
増
。
た

だ
し
、
前
売
り
券
が
売
り
切
れ
の

場
合
、
発
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

２
０
０
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
㈳
彦

根
観
光
協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番

募　

集

募　

集

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日

お
よ
び
会
場
、
参
加
人
数
を
明
記

し
、

企
画
課
国
際
交
流
演
奏
会

担
当
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町

４
番
２
号
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

市
民
創
造
事
業

足
軽
屋
敷
と
上
田
道
三
絵
画
展

　

芹
橋
足
軽
組
屋
敷
出
身
の
画
家
上

田
道
三
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
年
を
記

念
し
て
、
足
軽
屋
敷
の
公
開
と
、
２

回
目
の
上
田
道
三
絵
画
展
を
開
催

し
ま
す
。（
３
回
開
催
を
予
定
）

日
時　

10
月
1 1
日
㈯
・
12
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

芹
橋
足
軽
屋
敷
（
中
居
邸
、
林

邸
）

そ
の
他　

先
着
１
０
０
人
に
、
足
軽

屋
敷
を
描
い
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

主
催
団
体　

善せ

利り

組ぐ
み

足
軽
倶く

楽ら

部ぶ

☎

23-

３
０
７
３
番

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
・

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

き
み
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
が
ま
ち
を
走
る
よ
！

　

彦
根
城
周
辺
で
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

を
走
ら
せ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五

環
生
活
で
は
、
井
伊
直
弼
を
テ
ー
マ

と
し
た
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
車
体
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
作

品
は
、
実
際
に
、
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
に

フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
ま
ち
な
か
を

走
り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
に
在
学
・
在
住
の
小
・

中
学
生
・
高
校
生

募
集
期
限　

10
月
10
日
㈮　

必
着

応
募
費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
費
、
郵
送
費
な
ど
応

募
に
か
か
る
一
切
の
費
用
は
、
応

募
者
の
負
担
で
す
。

応
募
方
法　

応
募
専
用
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
紙
に
デ
ザ
イ
ン

画
を
描
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
環

生
活
（
〒
５
２
２-

０
０
６
３
彦
根
市

中
央
町
１
ー
12
）
ま
で
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
、

学
校
ま
た
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
環

生
活
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五

環
生
活
☎
26-

１
４
６
３
番
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
共
用
）

募　

集

募　

集

▲７月に行われた

　足軽屋敷と上田道三絵画展
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川
や

湖
の
水
質
を
守
る
た
め
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
に
公
共

下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地
の

下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、
順

番
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根
市

の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
72
・
２
％

（
平
成
19
年
度
末
現
在
）
で
す
。
全

国
の
普
及
率
の
平
均
は
、
71
・
７
％

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
部

管
理
課
☎
22-

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

（
同
19
年
度
末
現
在
）
で
す
の
で
、

同
じ
く
ら
い
で
す
が
、
滋
賀
県
平
均

の
83
・
５
％
（
同
19
年
度
末
現
在
）

に
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

で
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
財
政
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
、整
備
区
域
を
広
げ
、

水
洗
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
み

ん
な
で
彦
根
を
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
20
年
度
「
下
水
道
の
日
」
推
進
標
語

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
新
設
補
助
金　

市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世・
帯・
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回

限
り
、
限
度
額
７
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
①
②
③
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度　

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人

が
、
借
り
入
れ
に
よ
る
資
金
が
必
要
な
場
合
に
、
工
事
費
に
応
じ

て
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

限
度
額　

１
０
０
万
円

　

返
済
期
間　

60
か
月
以
内　

　

利
率　

年
１
・
８
％

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
①
③
④
な
ど
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
項
目

①
市
民
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
ま
た
は
分
担
金
な
ら
び
に
水
道

料
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と

③
排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
共
に
申
請
を
す
る
こ
と

④
融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
金
融
機
関
が
判
断
す
る
こ

と
※
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

下
水
道

部
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
、
下
水
道
と
水
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
20
年
度

下
水
道
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
未
来
へ
の

　

美
し
い
水
環
境
の
贈
り
物
」

〜
琵
琶
湖
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

　

城
下
町　

彦
根
〜

日
時　

10
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
同

４
時
30
分

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所
４
階
大
ホ
ー

ル
（
中
央
町
）

講
演

▼
森
林
微
生
物
が
琵
琶
湖
を
救
う

　

～
「
地
球
の
お
医
者
さ
ん
」
か
ら

　
　

み
た
琵
琶
湖
浄
化
の
処
方
箋せ

ん

～

講
師　

平
井
孝
志
さ
ん
（
微
生
物
的
環
境

技
術
研
究
所
主
幹
）

▼
「
彦
根
城
の
下
水
道
」

　

〜
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

　
　

細
や
か
な
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
〜

講
師　

谷
口
徹
（

教
育
委
員
会
文
化
財

課
長
）

※
入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
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税
務
課
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、

本
人
な
り
す
ま
し
に
よ
る
不
正
な

手
続
き
の
防
止
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
を
目
的
と
し
て
、
窓
口
で
右
に

挙
げ
た
３
つ
の
税
証
明
書
を
申
請

す
る
際
の
、
本
人
確
認
の
方
法
を
変

更
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
証
明
書
申
請
時
に
、

押
印
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

押
印
を
廃
止
し
て
、
本
人
確
認
書
類

に
よ
る
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
も
証
明
書
申
請
時
に
、

印
鑑
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
や
、
固

定
資
産
税
納
税
者
な
ど
に
よ
る
縦

覧
・
閲
覧
に
は
、
本
人
確
認
書
類
に

よ
る
本
人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
示
い
た
だ
く
本
人
確
認
書
類

❶
本
人
ま
た
は
、住
民
票
上
の
同
一

世
帯
の
親
族
が
申
請
す
る
場
合

窓
口
に
来
る
人
に
つ
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写

真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
外

国
人
登
録
証
明
書
な
ど
、
国
ま
た

は
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
発

行
し
た
写
真
つ
き
の
書
類
。

②
健
康
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・
年

金
手
帳
・
年
金
証
書
・
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）
な
ど
の

書
類
の
う
ち
２
点

※
い
ず
れ
も
お
持
ち
で
な
い
人
の

場
合
は
、
聴
き
取
り
に
よ
る
本
人

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
委
任
状
が
必
要
な
人
が

　

申
請
す
る
場
合

　

本
人
ま
た
は
、
住
民
票
上
、
同
一

世
帯
の
親
族
以
外
の
人
が
、
申
請
す

る
場
合
は
、
窓
口
に
来
る
人
の
本
人

確
認
書
類
（
❶
の
①
、
②
と
同
様
の
書

類
）
の
ほ
か
に
、
証
明
が
必
要
な
本

人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
法
人
の
証
明
が
必
要
な
場
合

も
、
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書

類
（
❶
の
①
、
②
と
同
様
の
書
類
）
の
ほ

か
に
、
証
明
が
必
要
な
法
人
か
ら
の

委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎
30-

６
１
０
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

分
室
統
合
の
お
知
ら
せ

 　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
分
室
（
草

津
市
）
は
、
消
費
生
活
相
談
な
ど
の

業
務
を
９
月
末
で
終
了
し
、
10
月
か

ら
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
彦
根
市

元
町
）
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
分
室
で
行
っ
て
い
た
土
・
日

曜
日
の
相
談
業
務
を
、

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
統
合
後
の

相
談
時
間
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

相
談
受
付
時
間　

祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
、
午
前
９
時
15
分
〜
午
後

４
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
☎
23-

０
９
９
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
０
番

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
す
！

　

総
務
省
で
は
、
地
方
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に

取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
支
援
措
置
を

講
じ
る
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
次
の
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
、
彦
根
が
よ
り

魅
力
あ
る
街
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
詳
細
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
産
科
医
療
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
康
管
理
課
☎
24-

０
８
１
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

▼
子
育
て
支
援
（
親
育
ち
支
援
・
育
児

就
労
両
立
支
援
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６

４
５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

▼
地
球
温
暖
化
防
止
３
Ｒ
推
進

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

▼
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
30-

６

１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
た
人
は

保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
し
た
人
の
う
ち
、一
部
納
付
（
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
）

が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
、
未
納
期
間
と
同
じ
扱

い
と
な
り
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ケ
ガ
や
病
気
で
、
万
が
一

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
期
限
は
、
通
常
の
保

険
料
と
同
じ
く
翌
月
末
で
す
。
納
期

限
か
ら
２
年
が
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
手
元
に
な
い
人
は
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
推
進
員
が

戸
別
訪
問
し
て
い
ま
す　

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ん

の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
人
を
対
象
に
、
職
員
の
ほ
か
、

国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問
し
、
国
民

年
金
制
度
の
案
内
や
、
保
険
料
の
領

収
、
納
付
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
推
進
員
は
、
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
。
平
日
の
昼
間
以
外
に
夜

間
や
休
日
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
☎
23-

１
１
１
４
番

 

所
得
（
課
税
）
証
明
書
・
納
税
証
明
書
・

固
定
資
産
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

証
明
申
請
時
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　地域通貨「彦」協力店は、「美しいひこね

創造活動」を応援する、地域に貢献している

お店です。

　今回、右の表のとおり９店舗増え、８月

１日現在、49 店舗に協力いただいています。

ぜひ、ご利用ください。

　協力店では、「彦」と引き換えに特典が受け

られます。特典内容は、「買い物代金の割引」、

「食事後の飲み物サービス」、「景品進呈」な

ど、店舗によって異なります。

※買い物代金の割引は、「彦」１枚＝ 100 円

とは限りません。また、同じサービスを重

複して受けたり、ほかのサービスとの併用

して受けたりすることはできません。詳し

くは、お問い合わせいただくか、彦根市

ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　 まちづくり推進室

　☎ 30-6 1 17、FAX22-1398

次期総合発展計画の策定に向けた市民意識調査
へのご協力について

　平成 13 年度を初年度とする、彦根市総合発展計画「ひこね

21 世紀創造プラン」が、平成22年度で計画期間を終了します。

そこで、市民の皆さんとともに、平成23年度以降のおおむね

10 年間における彦根市を、どのようなまちにしていくのかを

考えながら、新しいまちづくりの指針となる「新たな総合発

展計画」を策定していきたいと考えています。

　策定に向けて、「彦根市総合発展計画策定に向けての市民意

識調査」を実施します。市民意識調査は、市民の皆さんのな

かから、無作為に 2,500 人を抽出し、９月中旬に調査票を送

付いたします。該当された人は、今後のまちづくりなどにつ

いての質問の回答に、ご協力をお願いします。

住宅・土地統計調査が実施されます

　10月１日は、５年に１度の住宅・土地統計調査が行われる

日です。この調査は、豊かな住生活の基礎資料となるもので、

全国約 350 万世帯、市内では約 2,700 世帯が対象となります。

　調査をお願いするお宅には、９月下旬に調査員が調査票を

お届けし、後日回収にうかがいます。ご協力をお願いします。

問い合わせ先　 企画課 30-6 10 1、FAX22-1398

　「彦根市美術展覧会」では、彦根市と近隣市

町の皆さんから公募した作品のなかから、審査

を経た力作を多数展示します。

　また、審査員などの作品や、過去に彦根市美

術展覧会で賞を受けている人による無鑑査作品

も併せて展示します。さわやかな秋のひととき

を、美術作品に囲まれてお過ごしください。　

会　　期　９月23日( 火・祝 ) 〜同28日㈰

開場時間　各日とも 9：30 〜 18：00

　　　　　（９月28日㈰は 17：00 まで）

会　　場　ひこね市文化プラザ

　日 本 画　＝　メッセホール棟２階

　洋　　画　＝　グランドホール棟

　　　　　　　　第１・第２リハーサル室

　彫　　刻　＝　メッセホール棟３階

　美術工芸　＝　メッセホール棟２階

　　  書 　　＝　メッセホール棟３階

　写　　真　＝　メッセホール棟１階

入場料　無料

問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課

　☎ 24-7971、FAX22-3015

企画課からのお知らせ
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　教室開放事業「鳴鶴書道手習始講座」

  

〈日時〉1 0月５日㈰　10：00 〜 14：00（雨天のときは中止）〈場

所〉彦根総合地方卸売   市場（安食中町）　〈出店料〉１ブース

500 円 　〈出店数〉50 ブース　〈申込期限〉1 0月１日㈬〈申

込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に住所、氏

名、電話番号、出店品目、人数、出店希望日を、返信の表

面に郵便番号、住所、氏名を書いてリサイクルステーショ

ン（〒 522-0088 銀座町４-19）☎ 26-4810（FAX 共用）へ。※

ファクスでの申し込みはできません。

〈会場〉若葉小学校　〈日時〉1 0月25日〜 12月13日　毎週土

曜日の 10：00 〜 12：00　〈対象〉毛筆を基礎から丁寧に学

習したい小学３年生以上の人　〈受講料〉1,600 円（中学生以

下は無料）ただし、半紙代が別途必要です。　〈応募期間〉９

月16日㈫〜 10月３日㈮（当日消印有効）　〈定員〉20人（応募者

多数の場合、抽選）〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの

往信の裏に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望

講座を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教

育委員会生涯学習課（〒 522-0001　尾末町１-38）☎ 24-7971、

FAX23-9190 まで申し込んでください。

彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、市内の事業所

などに勤務する従業員で、本市産業の発展に尽くし、その

功績が特に顕著な人を表彰します。〈対象〉事業所統計調査

に用いる産業大分類のうち、鉱業、建設業、製造業、卸・小

売業、金融保険業、不動産業、運輸業、情報通信業、電気

ガス熱供給水道業、サービス業に従事する雇用保険の被保

険者　※ただし、家族従業員、法人の役員、過去にこの表

彰を受けたことのある人は除く　〈表彰基準〉 勤続年数が

15 年以上の人　 企業の振興に寄与し、他の模範として表

彰に値する人　〈被表彰候補者の選出方法〉事業所などの代表

者の推薦によります。　〈推薦締切日〉９月30日㈫（必着）〈推

薦用紙提出先〉 商工課（市役所３階）、彦根商工会議所（中央

町）、稲枝商工会（稲部町）※推薦用紙は、各提出先にあるほ

か、彦根市、彦根商工会議所、稲枝商工会のホームページ

からダウンロードできます。　〈表彰式〉1 1月21日㈮　〈問い合

わせ先〉 商工課☎ 30-61 19、FAX22-1398、彦根商工会議

所☎ 22-4551、稲枝商工会☎ 43-2201

〈内容〉彦根市視覚障害者協会が主催する、市内在住の視覚障

害者を対象とした歩行訓練。普段、外出の機会が少ない人にも

声をかけていただいて、ぜひご参加ください。　〈開催日〉10月

３日㈮　〈時間〉８：00 集合（彦根駅前） 〈コース〉ＪＲ彦根駅から

バスに乗って、伊賀市（もくもくファーム）　〈参加費〉昼食代のみ自

己負担　〈募集期限〉９月24日㈬　〈応募・問い合わせ先〉県立視

覚障害者センター（〒 522-0002 松原一丁目12-17）☎ 22-7901、

FAX22-7890 へ

〈日程〉1 0月1 1日・1 1月８日・12月13日・平成21年１月17日・

２月14日・３月７日の各土曜日（全６回）の 14：00 〜 16：00

〈場所〉彦根城博物館講堂　〈定員〉50 人（申込者多数の場合は抽

選）　〈受講料〉500 円（資料代）　〈対象〉古文書解読の基礎を学

んだ人〈申込期限〉９月30日㈫（当日消印有効）　〈申込方法・問

い合わせ先〉往復はがき往信の裏面に「『古文書のみかた（中

級）』受講希望」、住所、氏名、電話番号を、返信の表面にも

住所・氏名を書いて彦根城博物館学芸史料課（〒 522-0061

金亀町１ー１）☎ 22-6100、FAX22-6520 へ

〈内容〉12月７日㈰に行われる「第４回彦根城下町検定試験」に

向けて行う連続セミナーです。　〈日時〉10月18日㈯、11月15日

㈯の 13：30 〜　〈場所〉彦根城博物館　　〈定員〉150人（先着

順）〈受講料〉無料。ただし、テキストを購入する人は、1,050 円

が必要です。　〈申込方法・問い合わせ先〉電話か、FAX、E メー

ルで、彦根商店街連盟☎ 22-7303、FAX27-0134、E メー

ル：syoren@beach.biwako.ne.jp へ

危険物施設（製造所・貯蔵所・取扱所）で、危険物の取扱作業に従

事している危険物取扱者は、定期的に保安講習を受けなけれ

ばいけません。　〈日時〉10月23日㈭　給油取扱所関係９：30

〜12：30、給油取扱所以外13：30 〜16：30　〈場所〉彦根商

工会議所　〈受付期間〉９月24日㈬〜10月８日㈬　〈申込・問

い合わせ先〉㈳滋賀県防火保安協会連合会（〒520-0044 大津

市京町三丁目4番22号）☎ 077-521-3921、FAX077-521-3761ま

で申し込んでください。郵送での申し込みもできます。 （当日消

印有効）なお、願書は、消防本部・各消防署にあります。

〈内容〉初心者向けの講座を受けた経験がある人などを対

象に、ポルトガル語会話能力の向上を目指します。　〈日

時〉10月８日～ 11月19日（毎週水曜日・全７回）の 19：00 ～

20：30　〈場所〉市民会館２階会議室　〈講師〉彦根市国際

交流員　畠野クリスチアーネ　〈定員〉15 人（先着順）　〈費

用〉3,000 円　〈申込期間〉９月22日㈪以降の８：30 ～ 17：

15（土 ･ 日曜日を除く） 〈申込・問い合わせ先〉 市民交流課

☎ 30-6113、FAX22-1398

〈内容〉親子でぺア－を組んで、カロムを体験します。体験

を通じて、親子のふれあいを図り、コミュニケーションを

深めましょう。指導者による、ル－ルなどの解説もありま

す。　〈日時〉９月27日㈯　9：30 ～ 12：00　〈対象〉小学

校１年生～４年生とその保護者　〈場所〉子どもセンタ－　

〈申込期限〉９月25日㈭　〈定員〉親子 15 組程度　〈費用〉

１組 100 円（保険代含む）　〈持ち物〉筆記用具　〈申込・問い

合わせ先〉彦根市子どもセンタ－☎ 28-3645（FAX 共用）へ

 

　視覚障害者対象歩行訓練

 

　エコマーケット「夢畑」
 

　古文書のみかた（中級）

 　表彰します　あなたの企業の優良従業員

 

　親子カロム教室
学年は、応募時
のものです。

ん
か
も
す
る
け
ど
家
族
は
と
っ
て

も
大
事
だ
と
思
う
し
、人
権
が
と
て

も
守
ら
れ
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　

で
も
、ぎ
ゃ
く
に
人
の
人
権
を
大

事
に
し
て
る
の
か
な
と
も
思
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、先
日
の
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
頭
の
中

に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
今
、私
は

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
悪

い
こ
と
を
し
た
な
あ
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も

長
生
き
し
て
い
て
、
私
に
迷
惑
な

ど
か
け
た
こ
と
な
ど
な
い
の
に
見

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
学
ん
だ
こ
と

村む
ら

木き

和の
ど

佳か

さ
ん（
稲
枝
東
小
学
校
５
年
）

　

私
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
ほ
か
に
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
私
の
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
自
分
の
部
屋

で
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

あ
と
４
・
５
年
も
す
る
と
な
ん
と

百
さ
い
に
な
り
ま
す
。
と
っ
て
も

長
生
き
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
は
そ
ん
な
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
あ
ま
り

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
た

く
さ
ん
の
し
わ
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
手
の
ツ
メ
は
ピ
ン
ク
色
で
は

な
く
、
黄
土
色
っ
ぽ
く
な
っ
て
い

て
、
何
と
な
く
「
ち
ょ
っ
と
気
持

ち
悪
い
な
あ
」
と
思
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
と
き

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私

が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に

行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。食
事
の

時
間
に
な
り
、食
卓
に
私
と
ひ
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
ら
ん
で
す
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、自
分
の
ミ
サ

ン
ガ
を
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
横

に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。す
る

と
、そ
れ
を
拾
い
上
げ
た
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
口
に
入
れ
て

食
べ
よ
う
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
私
は
あ
わ
て
て
「
そ
れ
、私
の

だ
よ
！
」
と
言
っ
て
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
取
り
ま
し
た
。け
れ
ど
、

私
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
口
に

入
っ
た
こ
と
が
ど
う
し
て
も
気
持

ち
悪
く
感
じ
ら
れ
、台
所
へ
行
き
水

道
で
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、学
校
で
人
権
の
花

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。人
権
と
は
一

人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
も
の
で

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

権
利
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

友
だ
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
り
、家
族
か
ら
大
事
に
さ
れ
る
こ

と
だ
と
先
生
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
、私
は
仲
の
い
い
友
だ
ち
も
い
て

学
校
が
楽
し
い
し
、と
き
ど
き
口
げ

た
目
が
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
か
ら
と

い
っ
て
嫌
っ
た
り
気
持
ち
悪
い
と

感
じ
て
い
た
こ
と
が
最
悪
な
自
分

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会

う
と
き
は
も
っ
と
や
さ
し
く
し
た

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

う
ま
く
い
く
か
は
心
配
で
す
。正
直

な
気
持
ち
は
、頭
の
中
と
心
の
中
は

ぴ
っ
た
り
同
じ
で
は
な
い
な
あ
と

い
う
も
の
で
す
。
で
も
、頭
の
中
の

自
分
に
近
づ
け
て
い
こ
う
と
、こ
れ

か
ら
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話

し
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

　彦根城下町検定試験対策セミナー

 

　危険物取扱者保安講習（後期）

　
　

選　
　

評

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
対
し

て
抱
い
て
い
た
気
も
ち
を
、
正
直

に
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
高
齢
者
に
対
し
て
あ
な
た
と

同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
あ
な
た
は
、
学
校

で
の
学
習
を
通
し
て
自
分
の
思

い
や
行
為
の
間
違
い
に
気
づ
き
、

こ
れ
か
ら
は
改
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
行
は
あ
な

た
が
言
う
よ
う
に
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
て

い
こ
う
と
す
る
あ
な
た
の
気
持

ち
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。

〈内容〉源氏物語千年紀の今年、多くの記念行事が催され、源

氏物語への関心も非常に高くなっています。本講座では、古典

初心者を対象に源氏物語の魅力を、朗読を通して体感し、紫

式部のメッセージを読み解きます。そこから、現代社会におい

て、どう生きたら人は幸せになるのかを考え、共に語り合いま

す。　〈日時〉10月11日㈯、同 18日㈯　10：00 〜12：00　

〈定員〉30人　〈対象〉市内在住、在勤、在学の人〈参加費〉

200 円〈募集期間〉９月17日㈬〜10月９日㈭　〈その他〉託児あ

り。（０歳〜就学前、一人１回 200 円、要予約）　〈応募・問い合わせ

先〉電話かファクス、E メールで、 男女共同参画センター「ウィ

ズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E メール：with.hikone@oboe.
ocn.ne.jp へ

 

　ウィズ教養講座　「はじめての源氏物語〜いよよ華やぐおんなとおとこ」

 

　ポルトガル語教室（初級Ⅱ）



　このセミナーは「福祉職場で働いてみたい」と思っ

ているあなたを応援します。

施設見学　老人ホームなどに見学に行きます。

介護技術研修　施設で介護の技術を学びます。

介護体験　１～２日程度、福祉施設での仕事を体験実

習します。

会場　介護老人福祉施設　多賀清流の里（多賀町）　

※見学、体験の実施日は、10月20日㈪〜 12月12日㈮

の期間で、できるかぎり参加者の都合に合わせます。

ガイダンス　セミナー全体の流れを説明し、施設の状

況や福祉について学びます。

日時　1 0月26日㈰　13：30 ～ 15：30　　

会場　滋賀県立文化産業交流会館（米原市）

参加費　無料　

募集期限　10月15日㈬

応募・問い合わせ先　滋賀県福祉人材・研修セン

ター（滋賀県社会福祉協議会内）　☎ 077-567-3925、

FAX077-567-3928

福祉の仕事就職支援セミナー　〜福祉の仕事に就きたいあなたを応援します〜

�広報ひこね　平成 20 年９月 15 日� 広報ひこね　平成 20 年９月 15 日

※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

10 月前半

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

14日㈫

15日㈬ 

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目の一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今、三津、海瀬

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城

町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、

須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10 月前半】

図書館休館日 ６日㈪、13日（月・祝）

日 ( 水・祝 )、10 日 ( 月 )

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

14日㈫

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

10 月前半

１5日㈬
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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渡わ
た

辺な
べ

龍
り
ゅ
う

司じ

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

堤
つ
つ
み　

陸り
く

人と

ち

ゃ

ん

（
南
川
瀬
町
）

小こ

菅す
が

純
じ
ゅ
ん

弥や

ち
ゃ
ん

（
野
田
山
町
）



外
来
生
物
被
害
予
防
３
原
則

入
れ
な
い　

　

悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
外
来
生
物

を
む
や
み
に
、
日
本
に
入
れ
な
い

捨
て
な
い　

　

飼
っ
て
い
る
外
来
生
物
を
野
外
に
捨
て
な
い

拡
げ
な
い　

　

野
外
に
す
で
に
い
る
外
来
生
物
は
、
ほ
か
の

地
域
に
拡
げ
な
い
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外
来
生
物
と
は

　

外
来
生
物
は
、
も
と
も
と
、
そ
の
地
域

に
い
な
か
っ
た
の
に
、
ほ
か
の
地
域
か
ら

入
っ
て
き
た
生
き
物
の
こ
と
で
す
。生
き
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
能
力
に
応
じ
て
、
現

在
の
分
布
域
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。し
か

し
、
近
年
、
人
が
世
界
中
を
移
動
す
る
よ
う

に
な
り
、
生
き
物
は
、
人
間
の
意
図
す
る
・

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、人
間
と
共
に
移
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
、分
布
域

で
な
い
場
所
に
来
た
生
き
物
の
多
く
は
、そ

の
地
に
適
応
で
き
ず
、子
孫
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、ま
れ
に
本
来
の
分

布
域
で
な
い
場
所
で
も
定
着
し
、子
孫
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
な
か
に
は
、人
間
の
生
活
や
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
も
い
ま
す
。外
来

生
物
が
引
き
起
こ
す
影
響
と
し
て
、次
の
３

つ
が
あ
り
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
と
は

　

特
定
外
来
生
物
は
、海
外
起
源
の
外
来
生

物
で
あ
っ
て
、
国
内
の
生
態
系
、
人
の
生

命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被
害
を
及
ぼ
す

も
の
、ま
た
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
生
き

物
の
な
か
か
ら
指
定
さ
れ
ま
す
。特
定
外
来

生
物
は
、生
き
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
個
体
だ
け
で
な
く
、
卵
、
種
子
、
器

官
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

彦
根
市
の
現
状

　

彦
根
市
に
お
い
て
も
、外
来
生
物
に
よ
り

在
来
生
物
の
生
息
が
阻
害
さ
れ
、市
内
の
景

観
に
変
化
が
生
じ
た
り
、農
林
水
産
業
へ
の

影
響
も
出
た
り
し
て
い
ま
す
。
左
の
表
で
、

彦
根
市
内
に
生
息
し
て
い
る
特
定
外
来
生

物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
の
生
活
や
、
自
然
環
境
に

被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
も
、す
で
に
生
息

す
る
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
、ほ
か
の
地
域

に
拡
げ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、外
来
生
物

の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
の
方
法

　

生
き
物
は
、
一
度
生
息
す
る
と
、
排
除
す

る
こ
と
が
、大
変
難
し
く
な
り
ま
す
。
植
物

は
、
一
度
刈
り
取
っ
て
も
、
根
が
残
っ
て
い

れ
ば
、翌
年
に
も
生
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、種
子
を
つ
け
る
時
期
に
刈
り
取

る
と
、
種
子
が
ま
か
れ
て
、
生
息
域
が
拡
大

す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。彦
根
市
に
固
有

の
生
き
物
を
外
来
生
物
か
ら
守
る
た
め
に
、

左
の
３
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

知
っ
て
い
ま
す
か 

外
来
生
物
の
こ
と

外
来
生
物
が
引
き
起
こ
す
影
響

▼
在
来
生
物
を
食
べ
て
し
ま
っ
た

り
、
在
来
生
物
の
生
育
環
境
を

奪
っ
た
り
し
て
、
固
有
の
生
態
系

に
影
響
を
与
え
る

▼
か
ん
だ
り
、
刺
し
た
り
し
て
、
人

の
生
命
・
身
体
に
影
響
を
与
え
る

▼
農
林
水
産
物
を
食
べ
て
し
ま
い
、

農
林
水
産
業
へ
影
響
を
与
え
る

▲オオキンケイギク


